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農林業系等放射性廃棄物とは

ここでは福島第一原発事故によって放出された放
射性物質によって汚染された稲わらや牧草、落葉、
堆肥などの農林業系副産物や、下水汚泥、家の片
付けごみなどの可燃性の放射性廃棄物のこと。

このうち、放射性物質の濃度が8000Bq/kg超のも

のを「指定廃棄物」といい、国（環境省）の責任で処
理処分を行うこととされている（放射性物質汚染対
処特別措置法）。



減容化事業とは①

福島県内の各所に仮置きされている農林業系等
放射性廃棄物のうち可燃性のものを仮設焼却炉に
よって焼却処理を行うことで減容化するとともに、
資材化が可能なものは再生利用することによって、
地域の「復興」と地域住民の帰還に向けての生活
環境の改善を図ることを目的とする事業のこと。

環境省は、福島県内に仮設焼却炉を19市町村、24
基建設することを計画し、現在その大半が稼働を
開始。



減容化事業とは②

放射性物質汚染対処特別措置法
減容化事業



減容化事業とは③
～飯舘村における減容化事業の概要～

飯舘村民の帰還に向けて生活環境を改善し、かつ、除染事
業の推進と福島県の復興に貢献するため、減容化事業を実
施。

施設の完成後３年間で運転を完了することを基本とする。

● 仮設焼却炉（処理能力240トン/日）を設置

・飯舘村内の片付けごみ等及び除染ごみのうち可燃性のもの
を焼却処理する。

・飯舘村外の農林業系ごみ、下水汚泥を併せて焼却処理する。

● 仮設資材化施設（処理能力10トン/日程度）を設置

・焼却灰や土壌からセシウムを分離させ、再生利用可能な資
材を生成する実証事業を併せて行う。

・生成物は工事資材として使用することが可能となる。



福島県内における減容化事業の現状
①仮設焼却炉の建設計画（マップ）



福島県内における減容化事業の現状
②ｰ1 仮設焼却炉の建設計画の概要



福島県内における減容化事業の現状
②ｰ２ 仮設焼却炉の建設計画の概要



福島県内における減容化事業の現状
②ｰ３ 仮設焼却炉の建設計画の概要



仮設焼却炉第１号（実証事業）
③ー１ 鮫川村の実例



仮設焼却炉第１号（実証事業）
③ー２ 鮫川村の実例



仮設焼却炉第１号（実証事業）
③ー３ 鮫川村の実例



各地の仮設焼却炉の運転状況①



各地の仮設焼却炉の運転状況②



各地の仮設焼却炉の運転状況③



各地の仮設焼却炉の運転状況④



各地の仮設焼却炉の運転状況⑤



各地の仮設焼却炉の運転状況⑥



ふくしま連絡会の取組①



ふくしま連絡会の取組②



既設焼却炉周辺土壌調査結果①
表１ 福島県内における廃棄物処理場等周辺地域における土壌中放射性セシウム濃度 

採取日 市域名 施設名 

最大値 放射性セシウム濃度(Bq/kg） 
土壌表面※  

沈着量（Ｃｓ） 

最小値 134Cs 137Cs 合計 ｋBq/㎡ 

4 月 18 日 郡山市 

県中浄化センター 

最大値 189.7 630.9 820.6 53 

最小値 61.09 173.1 234.19 15 

富久山クリーンセンター 

最大値 4118 12913 17031 1107 

最小値 2109 6483 8592 558 

河内クリンセンター 

最大値 6370 19906 26276 1708 

最小値 848.8 2707 3555.8 231 

4 月 19 日 福島市 

堀河町終末処理場 

最大値 2791 24984 27775 1805 

最小値 8073 8848 16921 1010 

参考値 30.6 99.28 129.88 8 

あぶくまクリーンセンター 

最大値 9562 29892 39454 2564 

最小値 1901 5962 7863 511 

※土壌表面沈着量（以下「沈着量」略す）とは、土壌面積あたりの放射線核種毎の放射能量のこと

で単位はBq/m2。日本では、沈着量に関する基準は設定されていないが、ウクライナにおけるチェ

ルノブイリ法では、表２に示すように、沈着量（表中の「土壌汚染濃度」もしくは「土壌汚染密度」

とも称する）に応じて、汚染地域の区分が設定されている。 



既設焼却炉周辺土壌調査結果②
堀川終末処理場（福島市） あぶくまクリーンセンター（福島市）


